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現在調査中の塚之越遺跡で、弥生時代後期の方形周溝墓か 2基発見されました

このうちの1基は、一度埋まった周溝を再び掘り直していました。どのくらいの

期間をおいて、溝を掘り直しているかはわかりませんでしたが、大変めずらしい
マウンI

例であるといえます。この掘り直しは、方形周溝墓の盛土が崩れたために行なわ

れたものか、また､職遺跡では方形周溝墓の埋葬主体部が複数あるごと
まいそうしゅたいぶ

か層
ついそう

追葬に伴い行なわれたものなどが考えられます‘ このようなことから、弥生人の

中には相当長い間、周溝墓が墓であるという記億が続いていたことがわかりま式



☆発掘調査だより☆
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’､伊勢遺跡（第3飲調査）（34今
調査地伊勢町字伊勢里525

調査面積80㎡

調査期間3月4日～3月22日

調査原因個人住宅建築

伊勢町のJR線踏切りの南、集落内の一角を小面積ながら調査しました。調査
かくらん

地の大半は、近・現代に撹乱されていて古い時代の遺構はかなり削られていまし

た。しかし、一部では中世の溝や土墳、柱穴などを検出しました。注目される弥

生時代の遺構は、今回発見されませんでした。（川畑）
いまいち

2．今市遺跡

調査地播磨田町字下左城1252-1,1253-1,1254-1番地

調査面積約3，000㎡

調査期間7年12月20日～8年2月29日

調査原因宅地造成

昨年12月から行なっていた今市遺跡の発掘調査は2月末に終了しました。調査

の結果、遺構密度は低く、図のとおり北西側の調査地から2基の方形周溝墓とそ
どこう

れを切り込む溝、中央部と南東側から大小の溝3条、そしてピット、土壌を検出

しました。SX-1は台狭蔀が東西10mの規模で､周溝西辺は調査区外となりますが

東西にやや横長となる形状が考えられます。各周溝は中央部で幅広く、しかも深

くなり、コーナー部で
りっきょうじよう

は陸橋状に極めて浅く

なります。出土した土

器から、弥生時代中期

の時期が考えられま式c
U

SX-2の方はコーナー部

を部分的に検出するに

止まり規模等を把握す
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ることはできませんでしたが、SX-1と同じ方位に築かれています。西側の新設県

道（矢橋・小島線）でも、県教育委員会の発掘調査によって弥生時代中期の方形

周溝墓がみつかっており、今回検出した2基の方形周溝墓もそれに連接し帯状に

築かれたもので、その東端がSX-1であると考えられます。（岩崎）

よしみにし

3．吉身西遺跡（第71次調査）

調査地下之郷町字下鎌田647,601-2,601-4番地

調査面積約230㎡

調査期間3月4日～3月14日

調査原因共同住宅建築

今回の調査地は守山市福祉保健センター（すこやかセンター）の東側の水田地

です。調査の結果、図のとおり幅50皿～2mの溝を5条検出しました。SD-1～4
はじき

からは遺物の出土はなく時期を特定することは’できませんが、SD-5からは土師器

が少数出土し、古墳時代前期の溝で調査区外の南西側に深く広がることが予想で

きます。当地の東方70mの地点では、下之郷遺跡の弥生時代中期の集落を巡って

いる環濠が検出され、南西側（県立小児医療センター）では古墳時代前期の方形

周溝墓群が検出されています．弥生時代の集落と古墳時代の墓域の中間にあたる
かどう

地域には、今回の調査で両者を区分する河道、あるいは低地状地形の存在が考え

られるようになりました。（岩崎）
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4．二ノ畦遺跡（第5次調査）

調査地吉身町4丁目字f

調査面積約2,50Or

調査期間7年12月1日～&

調査原因宅地造成

吉身町4丁目字宮ノ北617番地他

約2，500㎡

7年12月1日～3月15日

宅地造成
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今回の調査では、古墳時代前期後半と考えられる竪

穴住居2棟.篇笠詮萱職棟.土壌･溝･柱穴等がみ

つかりました。この建物は、家を建てる際に要となる
きっこうがた

はずの四隅の柱穴がなく、亀甲形の様な平面形態をし

ています。弥生時代から古墳時代にかけてみられる掘

lOm立柱建物は、長方形の平面形態を採用することが多く

(木村）今回の様な掘立柱建物は大変珍しい例であると言えます。

5．筈蕎勝遺跡

調査地古高町字東円前29番地

調査面積1，479㎡

調査期間1月22日～3月22日（予定）

調査原因宅地造成
遺構は耕作土直下で検出でき、掘

立柱建物、土壌、溝と数多くのピッ

トを検出しました。このうち掘立柱

建物の1棟は、東西2間(3.5m)X

南北2間(4.0m)の規模の建物です

（図参照）。遺物は少なく時期はよ
．こくしよく

くわかりませんが、9世紀末の黒色
どきわん

土器碗が出土したSK-2の上に築かれ

ていることから、10世紀代と考えら
つぼ

れます。このほかの遺構からは壷、

皿などが出土しており、弥生時代後

（畑本）
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れます。このほかの通ポ
かいゆう

灰紬の皿などが出土しており、雲､手倍形土器､森書､黒色土器碗､灰紬の皿など洲
かめてあぶりがたかいゆつ

期から鎌倉時代までの時期が考えられます。
やすでら

6．益須寺遺跡

調査地吉身町字6丁目園田156-2

調査面積110㎡

調査期間2月5日～2月27日

調査原因個人住宅建築
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県道琵琶湖大橋取付け道路がJR線と交差する地点のすぐ西側水田地を調査し

ました。耕作土直下で旧地表面が確認され、古墳時代前期の董芙住居跡を検出し

ました。竪穴住居は、平面形は一辺が6.5m程の方形で、床面は周りより40皿程
しゆちゆうけつ

掘り下げて造っていました。天井は、4本の柱で支えていたと思われ、主柱穴の
つぼ

跡が床面に残っていました。住居を埋めていた土砂からは、古墳時代前期の壷や

鐘が出土しています。 （川畑）

7．吉身西遺跡（第70次調査）

調査地守山町字510番地

調査面積約1，800㎡

調査期間7年11月1日～8年3月15日

調査原因市民病院建築
どこう たてあな

今回の調査では弥生時代中期の土壌、弥生時代後期の竪穴住居2棟(SH-1.6)、

古墳時代前期の竪穴住居4棟(SH-2．3．7．8)、溝2条(SH-4.5)などがみつかり
かつせきうす

ました。このうち、古墳時代前期の3棟の竪穴住居(SH-2.3-7)からは滑石製臼
だ忠<だたま

玉や管玉などの製品をはじめ、未製品や大量のチップ（削りカス）がみつかりま

した。このことから、小規模ながら滑石を使った玉生産が行なわれていたことが

わかります。この時期の竪穴住居は守山警察署周辺から県立成人病センター付近

にかけて、これまでに十数棟が分散してみつかっています。おそらく、径300m程

の範囲内にいくつかのグループ（竪穴住居数棟を単位にしたもの）が、分散して

居住し、一つのムラをつくっていたのではないでしょうか。（小島）
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8．女天神遺跡

調査地今宿町

調査面積1，187㎡

調査期間2月20日～4月31日（予定）

調査原因守山小学校体育館新築工事

市立守山小学校体育館新築工事に先立って同小学校グランド内で試掘調査をし

た結果、古墳時代～室町時代にかけての溝や柱穴が検出されたので、2月20日か

ら発掘調査を実施しています。重機でグランドの土を取りのぞき（約20ai)､その

下の黄色の粘土層の表面で生活跡を探しています。これまでに縄文時代後期以前
せきぞくちゅうけつ

と考えられるチャート製の石繊1点、古墳時代後期の柱穴、室町時代の溝跡など

がみつかっています。生活跡がたくさん発見できれば、小学生と一緒に発掘した

いと考えています。（山崎）
っかのこし

9．塚之越遺跡（第11次調査）

調査地古高町字北林他

調査面積約5,000㎡

調査期間7年10月24日～8年3月31日（予定）

調査原因宅地造成

現在調査している概要をお伝えする前に訂正があります。平成7年度に行なわ

れた塚之越遺跡の調査次数が「8次調査」－「9次調査」、「9次調査」+ao

次調査」、「10次調査」…「11次調査」というように変更になります。ご迷惑を

おかけして申し訳ありません。

今回の調査では、縄文時代中期後半の土器・石器、巻頭で紹介しました方形周

溝墓2基、古墳時代後期の溝多数も中世の掘立柱建物6棟がみつかっています。

この中で、縄文時代のものについて報告します。縄文時代の遺跡は、基盤となる
じやま

層（地山）に多数の土器や石器が含まれていますが、はっきりとした遺構（溝や

住居跡）はみつかっていません。そのため、地山の一部を深く掘りこみ更に下層

の状況を確認したところ、新たに土器を含む層がみつかりました。したがって縄

文時代における塚之越遺跡は、2つの時期にわたって存在していることがわかり



ました。今後、この2時期にわたる縄文時代の解明に重点をおき、周辺の下長遣
りっとうりょうせんじ

跡や栗東町の霊仙寺遺跡との関係、また縄文時代の地形利用についても調査を行

なっていく方針です。詳しいことは次号にて報告する予定です。（佐々木）

☆文イヒ貝才調査CD霊☆
そうしんぐ

『石の装身具生産』
へむぎよくひすい

守山市に帯若(モースの硬度計で硬度'の軟らかい緑色の石)や碧玉(溺翠の一種で緑色の石)、さらに

総(赤や黄色の石)などを原材料とした装身具を生産していた退跡がたくさんある｡'979年に発掘した最
はり室だ

窟がた窟

初の生産遺跡である播磨田東遺跡では滑石や碧玉、弱瑠で作られた勾玉が多量に出土したし、製作途中の石

やその破片などがみつかった。最初はスコップで土を削ってきれいにしている最中に、削ると竪穴住居の埋

土である黒い土の上に白っぽい緑色の筋ができるのに気づいたのであった。何なのかわからず、白い筋を探
みが

ってみると緑色の軟らかい石であることがわかり、少し大きめの剥片を水で洗ったら、その石の表面に磨い

たような痕跡が露められた。すごく感動するようなうれしさを覚えたのを記憶している。作業に参加してい

ただいていた方にも、この滑石の特徴を脱明して採集してもたったが、同時に見つける喜びも覚えてもらっ

た。この発掘以後､筈蕎町､繍町､織町など多数の場所で出土することが確認されていて､その都度、

参加してもらっている作業員の方に滑石を説明してきたお陰で、古墳時代の遺跡を発掘すると、こちらから
りっとう

説明しなくても、注意を払って探していただくことが可能になっている。この生産遺跡が隣の栗東町でも次

と々明らかになり、野洲川流域に集中することが判明した｡今では､守山市､識郡では古墳時代の集落を
発掘する際には、皆が注意していると言える。しかしながら発掘調査が急がされ、ただ発掘することのみに

重点があるような今日、見つけにくい装身具を見つける遺跡発掘の楽しみ、またそれに至る苦しみなどは捨

象されていくことが何とも寂しいし、残念であり、とても許せない気持ちになっている。



☆室唇壷7年壁☆
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『nriﾒ寸弐童画竜多琶掘詠司査C7D0コ届頁ど墨窒里』

市内遺跡の開発に伴う緊急発掘調査はおとろえることなく、今年3月末日までに行った調査は41件を数

えることとなりました。今年度は、これらの調査を新たに加わった3人の調査員とともに9人体制で行なっ

てきました。市内では、いつも5,6カ所の地点で同時に調査が進めらている状態で、新発見も相次ぎました。

しかし、遺跡の調査件数が多いということは、壊されていく遺跡も多いということでもあり、枚挙に畷がな

い調査事例を前に、ともすれば現地で検討もされず、紙切れに記録だけ残されていく行政処理的な調査に終

わることがないよう、一度一度の調査の積み重ねを大切にし、今後の調査研究に寄与できるよう担当者それ
むおす

ぞれが研鎖に努めたいと思います。発掘の大前提でもある調査成果の公開という点では、大洲遺跡、塚之越
っかのこし

腿のあぜよこ皮くら

遺跡、ニノ畦・横枕遺跡の発掘謁査のなかで四回の現地説明会と秋に「弥生時代の巨大集落」というテーマ

・で特別展を開催しました。今後も調査成果をわかりやすく市民の方にみていただけるよう普及啓発にも力を
注いでいきたいと思います。

【縄文時代】雫鋤跡､塚之越遺跡で中期後半代の土器.石器が､また鶴遺跡､験費諭跡､畿醗
跡では晩期の土器が発見された。下長遺跡、塚之越遺跡の調査地点は直線距離で測ると約600mの間隔にあ

り地形的にみて類似の自然堤防帯の上に立地している。出土した土器の時期差や縄文集落としての両遺跡の

関係が注目される。また遺構が確認される地屑も、上下2から3厨にわたるため沖積平野の縄文時代の集落

のあり方やその調査方法が問われ直される段階にきている。
はちのつぼ しものごう

【弥生時代】中期前半代の調査事例として八ノ坪遺跡、中期後半代については下之郷遺跡、ニノ畦・横枕
ばり室だ

遺跡､播磨田東遺跡が､後期については大洲遺跡､下長遺跡､塚之越遺跡､吉身西遺跡等があげられる｡琴
いち

市遺跡周辺は最近、弥生前期から中期にかけての遺構遺物が発見されてきて、にわかに注目されてきた遺跡

である。今回も方形周溝墓が検出されたことから、どの集落の墓地かが問題となってきた。酒寺遺跡の外側
うらしい

の大溝（下之郷遺跡の環壕の可能性あり）から長さ2m以上に復元される漆塗りの弓と赤色顔料が塗られた．
さいし

盾が出土した。出土した弓と盾が実用的な武器であるのか祭紀的な賎器であるのか、その意味が問われた。

問題点は遺物の解釈に止まらず、環壕集落の性格や弥生時代の戦争について派生することで、遺跡解明の努

力が期待される。ニノ畦・横枕遺跡では環壕集落の内部の調査で中期後半代の木組み井戸が2基、竪穴住居

などが発見された。枠材をはめた井戸としては最古期のものとして評価されるとともに年輪年代学による分

析の結果、各々 の井戸枠材の伐採年代が与えられた。一つは、紀元前97年、もう一つは紀元前60年とい

う結果で、井戸枠材の内部から出土した土器と考え合わせると、弥生時代の実年代を検討する重要な資料と

なった｡播磨田東遺跡では中期後半代の円形住居と長方形プランの特殊な識を検出した｡土嬢は､内側周
壁部分が焼けて赤変しており、鉄生産に関わる週織の可能性があったため、土を洗浄したが、結果は得られ

なかった。しかし、生産に関わる遺櫛の可能性がある。大洲（伊勢）遺跡の調査は後期から古墳時代初頭に
どくりっむなもちぱしらつき

かけての集落の内部の調査であった。大型建物（独立棟持柱付建物）2棟§竪穴住居11棟、柵列などが検

出されたが、その他に掘立柱建物の柱跡と考えられる穴が2千個以上見つかっており、集落内でこの地点の

意義づけが課題である。吉身西遺跡では、五角形住居が発見された。どのような階層の人がこの住居に住ま
いしていたのか関心が持たれている。

【古墳時代】播磨田東遺跡、吉身北遺跡、ニノ畦・横枕遺跡、下長遺跡、益須寺遺跡、赤野井遺跡、塚之



越遺跡などで調査が行われた。弥生後期から古墳時代初頭にかけては、塚之越遺跡で方形周溝墓群が調査さ

れた。墓群の中には、前方後方型周溝墓や木棺墓なども確露された。前方後方型周溝墓については、古墳が

発生する経緯や、前方後方墳が多数所在する東海地方との関係が賭題になった。下長遺跡では、同時期の竪

穴住居跡が10棟以上確認された。建て替えによる重複とも理解されるが、集落内でも特に竪穴住居の密集

する地域と考えられる。またこの集落の住人の墓が、塚之越遺跡の周溝墓群の造営主体ではないかと推測さ

れる。古墳時代前半期については、益須寺遺跡で1棟、岡遺跡で2棟、播磨田東遺跡で4棟の竪穴住居が発

見された。いずれも方形プランで床面までは、かなり深く掘り窪められていた。出土した土器は須恵器が登

場する前後の段階のもので近江型土器（受けロ状口緑土器）の終駕を探る良好な資料となる。また、赤野井

遺跡の井戸からは、前期の土器の良好な一括資料が得られた。吉身北遺跡では後期の竪穴住居から滑石製品

や未製品、チップなどが出土し、玉生産の遺跡が明らかとなった。吉身西遺跡の水田跡は大きい川の跡で低

い土地を利用して作られた不定形小区画のものであった。ニノ畦遺跡では篭つもの竪穴住居とともに犠子の

変わった掘立柱建物跡が検出、注目されたが、どのような人々が住まいしたか検討しなければならない重要

な遺跡である。
じゅうに6J ほぐしよ

【奈良・平安時代】奈良時代で特筆すべきは十二里町地先で出土した墨書土器である。『口家』と番かれ

ており、この一帯で当時の文字の使われ方や家族等の実態を究明する材料が見つかったと言える。吉身町地

先でのニノ畦遺跡では柱穴が大きく、しかも建物の規模も大きな掘立柱建物跡が幾つも発見された。場所が
う産じいそく

馬路石辺神社の北側にあることから、建物を繊築した人々を究明することが求められる。時期は奈良時代か

ら平安時代にかけての遺跡である。

【鐙倉・室町時代】この時代の遺跡発掘調査は赤野井・伊勢・下長・塚之越・欲賀南遺跡などで行われた。

欲賀南遺跡では現在の欲貿町の西側から南、さらに東側にまで及ぶ広大な集落が広がっていて、土地の高い

畑には必ず集落が眠っている状況であった。塚之越遺跡では、幾つかの建物がまとまっているが、大きな溝

などでは区画されておらず、散村状の村であったことが想定された。古高遺跡では平安時代にまで遡る建物

が見られたが、幅約3mの道状の遮櫛が発見された他、散村状の家の跡が確露された。また柱穴などから多

数の鉄器が出土した。二町鏡遺跡では幅広い大きな区画溝とその内側から建物跡が発見されている。これま

での調査でも良く似た村の跡が発見されているので、村の大きさや区画のあり方を復元するのが課題である。

【普及・啓発事業】現地脱明会が4回、小学生の体験学習が3回、乙貞が6回発行、特別展示会1回など

市民や学校などを対象とした事業が行われた。展示会については専門的なテーマではあったと思われるが守

山市に所在する弥生遺跡が全国的にどのような位置づけがなされるぺきかを問う企画であり、注目される時

期での開催であった。今後も展示会の企画は守山市の発掘状況に見合ったものを提供したい。

【絹集後記】どのようなことを考えながら調査を進めたのか、発掘をしてどのような問題や課題があるの

かという遺跡調査現場の生の声を盛り込みたいという思い。守山市で行なっている発掘の情報をすばやく、

もれなく公開し、残していきたいという思い。一般の方に、わかりやすい言葉で成果をお知らせし、歴史や

考古学を身近なものとして親しんでもらいたいという思い。そのほか『乙貞』には、たくさんの思いをもっ

て絹集に臨んだのですが、実際には調査に追われ、ほんとにおもしろい企画やわかりやすい内容になったの

かと、反省しております。ただ今年は、新しいスタッフが加わり、遺跡の見方や調査の仕方について編集時

に醗諭できたことは、今後の調査にきっと役立つことだと思っています。（藤原・川畑）
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平成7年度市内遣跡発掘調査一覧 (守山市教育委員会）

時期番号遺跡名 湧査圭 蕊査期間原因 遺構 謁査面穣

赤野弁遺跡十二里町字畑合659骨灘10/17～11/8道路建設古浸前期～平安岸m-&-ii
伊勢遺跡28＃伊勢町字南東清8歩雌5堂10/26～5/31土地区薗整室縄文～江戸謡ﾐ謹罵･霞ﾖ･I蕊

近世伊勢遮跡2鍬儒勢町字伊勢呈2579/15個人住宅建築井戸ま鯉排水用清め池

伊勢遺跡3鰍伊勢町字大苗代302,304-7謎12/20～3/22共同住宅建築謹文～弥生柱穴・土城・杭

伊勢遺跡3賊伊勢町字伊勢里5253/4～3/22個人住宅建築中世柱穴・土駿・溝

今市遺跡§認零下識1252-1,1253-1,1254-112/20～2/29宅地分壊弥生中期方形周溝墓・溝
大州進跡識阿村町字大州162識&6塁10／へZ皇8/10宅地造成弥生後斯～古墳前期獣崖･鉱･馴

岡進跡岡町字寺前12/20～1/16共同住宅建築古墳前期～後期竪穴住居・溝
酒寺遺跡3歌播磨田町平成の里,31144/18～5/20個人住宅建築弥生後期～古填前期力謂鵡･獣罷i-a-EM
酒寺遺跡3鍬播磨田町字上駒:379-66/19～6/23店舗建築古填前期方形周溝墓

宿寺遁跡3蛾播磨田町14街区36/27～6/31共同住宅建築古墳前期土譲・溝
宿寺遺跡35R播磨田町平成の里3076-29/29～10/20店舗建築弥生中期～後期溝(下Z篭鋤憩娠嬢削）

酒寺遺跡3鍬播磨田町平成の里300111/24～12/28店舗建蕊弥生中期～古墳前期方形周溝墓
下長遺跡1蝋大門町字盆瀬坊323-1謎4/24～9/30工場用地造成縄文中期・古墳初頭竪穴住居・噴砂跡

下畏遺跡1歌古高町宇槌之田477-15謎7/17～9/27工渦建段斎肇謄～古舗謄･馳読歌露･談･蝋

下之郷遺跡下之郷町シノ4/20～4/28個人住宅建築弥生後期竪穴住居
女天神遮跡守山町2/20～4/30(瀧）(､戦跡腿騨古墳～室町柱穴・土壌

塚之越遺跡鍬古高町地先字塚之越5/20～9/2倉庫建設聖詩月～鞍･諭哉論難頭魂･播理璽
塚之越遺跡10古高町字正栗9/11～10/31共同住宅建築弥生後期～中世方形周溝墓・潅

塚之越選跡1欺古高町字北林他10/24/～8E12/31(fS)宅地造成縄文～中世方形周溝墓・溝
ニノ達遺跡鍬守山町吉身4丁目宮ノ北617＃12/1～3/15宅地造成古墳前期～奈良融鎚*･歌罷･胃

ﾆﾉ雌･雛遺跡27*下之郷町字向八代1-m6/15～12/20店舗建築弥生中期～平安綜・諦環§･歌崖
樹弱誕跡6k播磨田町字北横内110M5/22～8/31共同住宅建築弥生後期～古墳中姻竪穴住居・土談
緬龍遺跡下之郷町10／～11／店舗建築古墳前期～平安極&鋤･鴬･蟻

二町鏡遺跡8K二町町字堂ノ内216,2175/29～6/16共同住宅建築鎌倉g鍋･噸蔚･拝
二町鏡遺跡鍬二町町字堂ノ内141-1,141-211/21～12/15宅地分壊鎌倉～室町旦鰹･区議･棒･慰鎚§
古高遺跡大門町字高樋10/20～12/10宅地造成弥生中期～錐倉後掲梱壷鴬建物・溝

古高城遺跡焔魔堂町字友5/8～6/9店舗建訟平安以降土猿・柱穴

古高城遺跡古高町宇東円前29蝿1/22～3/22宅地造成弥生後期～礁倉池勤圃域
欲賀南避跡3*K雨議酵､上躯､貞議8/7～12/22ほ場姓備事業縄文晩期～江戸粒&塗･鰯･欲･鼻
益須寺遺跡吉身町6丁目園田156-22/5～2/27個人住宅建築古墳時代前期竪穴住居
横江遺跡横江町字高内164-lg.i10/26～10/27個人住宅建築鎌倉屋敷跡・溝・柱穴
吉身北遮跡勝部町字松塚422-51388/1～U/30§捕型蝿･謡翌鞍鄭古域後期・平安甑狸*･潮‘欲･鴬・盟臨
吉身中遺跡u守山町11/～2/遭路改良弥生後期～古墳獣龍･尋･欲･頻
吉身西遺跡'Gat守山町宇南高田13034/20～4/27共同住宅建築古墳後期溝・柱穴
吉身西遺跡66＆守山町字南高田4/21～5/19共同住宅建築弥生中期～中世方形周溝墓・土狽
吉身西遺跡m守山町字下ヌケ田1422-5§難8/7～9/7鳥誰署･醐賎縄文晩期～古墳後期旧河道・水田・土狼
吉身西遺跡:G3^下之郷町字入作720-29/11～11/29餅軸寵§古墳前期～平安後期信醗･鳶･試・域
吉身西遺跡69k守山町字南下遊田139-4S.111/9～11/16個人住宅建築縄文～弥生後期、竪穴住居・柱穴
吉身西遺跡7鰍守山町510能11/1～8皇3/15市民滴院建築弥生後期～古墳後期竪穴住居・柱穴・溝
吉野西遺跡71ホ下之郷町字下鎌田1647,601-2、3/4～3/14共同住宅建築古墳前期溝
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